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配布対象者 回収数 回収率

7,534 5,905
（アンケート①4,531 ②1,374）

78.4%

（参考Ｈ25）

7,545 5,735 76.0%

男性 女性 無回答

人数 割合 人数 割合 人数 割合

3,911 66.2% 1,807 30.6% 187 3.2%

【臨床研修を行った病院】

病院の種別 人数 割合 （参考H25）

大学病院 2,299 38.9% 43.5％

臨床研修病院 2,949 49.9% 54.1％

無回答 657 11.1% 2.4％

地域
出身大学の所在地

臨床研修を行った
主たる病院の所在地

人数 割合 人数 割合

北 海 道 197 3.3% 195 3.3%
東 北 425 7.2% 344 5.8%
関 東 信 越 2,019 34.2% 2,246 38.0%
東 海 北 陸 788 13.3% 773 13.1%
近 畿 914 15.5% 1,042 17.6%
中 国 ・ 四 国 683 11.6% 509 8.6%
九 州 822 13.9% 763 12.9%
海 外 の 医 学 校 16 0.3% 2 0.0%
無 回 答 41 0.7% 31 0.5%

＜調査概要＞
対象者：平成26年3月末までに臨床研修を修了予定研修医7,534名 （平成24年4月研修開始）
調査方法：厚生労働省より自記式質問票を送付、地方厚生局へ提出。

アンケートを2種類用意し、共通項目とアンケートごとに異なる質問項目を設ける形式とした。
調査期間： 平成26年3月1日～3月末日 （地方厚生局への提出期限 平成26年4月21日）

※アンケート②は５名に１名の割合で選定した研修医に配布、
アンケート①はその他の研修医に配布（研修医が４名以下の
場合は１名選定してアンケート②を配布）

＜回収状況＞

【性別】

＜回答者の基本属性＞ 【出身大学・臨床研修を行った主たる病院の所在地域】

※以下、（参考Ｈ25）とあるのは、昨年の調査結果
（平成25年3月研修修了者対象）

平成２６年臨床研修修了者アンケート調査結果
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臨床研修の実施状況等について
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○行動目標（医療人として必要な基本姿勢・態度）について、「十分に習得できた」「ある程度習得できた」と答え
た研修医の割合は8割を超えている。
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十分に習得できた ある程度習得できた どちらともいえない あまり習得できなかった まったく習得できなかった その他（無回答を含む）

※ アンケート①のみの調査項目であり、回答者数は｢大学病院」が1,821名、「臨床研修病院」が2,211名

臨床研修の到達目標における各「行動目標」の習得状況
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研修医の基本的な診療能力についての経年的評価

○基本的な臨床知識・技術等について、「自信をもってできる」「できる」と答えた研修医の割合は、
全体的に年々上昇。

救急患者の重症度および緊急度を判断できる 気管挿管ができる

骨折、脱臼、捻挫の鑑別診断ができる頭部MRI検査の適応が判断でき、脳梗塞を判定できる
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※１・・・アンケート回答総数（5,905名）に対する割合
※２・・・内科系（内科、腎内、血内、糖尿病、呼内、循内、消内、神内、アレルギー、リウマチ、感染症、心療内科）
※３・・・外科系（外科、消化器外科、乳腺外科、呼吸器外科、心臓血管外科、気管食道外科、肛門外科、小児外科）
※４・・・産婦人科（産婦人科、産科、婦人科）

診療科
研修前※１ 研修後※１ 参考：全医師に対する割合

（平成2４年医師・歯科医師・薬剤師調査）

人数 割合 （参考H25） （参考H24） 人数 割合 （参考H25） （参考H24）
30代
前半

30代
後半

全医師

内科系※２ 2,163 36.6% 35.8% 34.4％ 2,020 34.2% 34.8% 35.0％ 33.3% 33.5% 37.4%

外科系※３ 710 12.0% 12.1% 13.7％ 593 10.0% 10.7% 11.9％ 10.6% 10.5% 9.7%

小児科 474 8.0% 9.4% 10.3％ 355 6.0% 6.6% 7.2％ 6.7% 6.2% 5.7%

産婦人科
※４ 336 5.7% 5.6% 7.0％ 269 4.6% 4.8% 5.8％ 4.8% 4.5% 4.4%

麻酔科 188 3.2% 3.2% 2.8％ 292 4.9% 5.0% 4.7％ 5.6% 4.0% 2.8%

救急 151 2.6% 2.6% 3.0％ 150 2.5% 2.7% 2.2％ 1.9% 1.5% 0.9%

精神科 199 3.4% 3.7% 4.0％ 254 4.3% 4.5% 4.6％ 4.6% 6.1% 5.1%

○研修前後で希望する診療科の変化がみられ、麻酔科、精神科は増加傾向にある。
○ただし、他の世代の医師の診療科の状況も考慮する必要がある。

臨床研修前後での将来希望する診療科の変化（１）
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診療科
研修前 研修後 参考：全医師に対する割合

（平成2４年医師・歯科医師・薬剤師調査）

人数 割合 （参考H25）（参考H24） 人数 割合 （参考H25） （参考H24）
30代
前半

30代
後半

全医師

皮膚科 136 2.3% 2.5% 1.9% 203 3.4% 3.4% 2.7% 3.2% 3.3% 3.0%

整形外科 374 6.3% 6.3% 5.3% 380 6.4% 6.5% 6.1% 6.4% 7.7% 7.1%

眼科 146 2.5% 2.0% 2.1% 172 2.9% 3.0% 2.2% 3.3% 4.9% 4.4%

耳鼻咽喉科 111 1.9% 1.9% 2.4% 165 2.8% 2.1% 2.7% 2.5% 3.１% 3.１%

泌尿器科 115 1.9% 1.7% 1.7% 155 2.6% 2.3% 2.3% 2.3% 2.8% 2.3%

脳神経外科 153 2.6% 2.6% 2.7% 144 2.4% 2.5% 2.6% 2.4% 2.7% 2.4%

放射線科 125 2.1% 1.8% 1.7% 183 3.1% 2.8% 2.9% 3.1% 2.6% 2.１%

病理診断 27 0.5% 0.5% 0.5% 39 0.7% 0.6% 0.7% 0.5% 0.6% 0.6%

形成外科 89 1.5% 1.4% 1.2% 115 1.9% 1.5% 1.3% 1.6% 1.5% 0.8%

リハビリ 19 0.3% 0.4% 0.3% 14 0.2% 0.5% 0.3% 0.4% 0.7% 0.7%

○研修前後で希望する診療科の変化がみられ、皮膚科、耳鼻咽喉科、放射線科を中心に増加傾向にある。
○ただし、他の世代の医師の診療科の状況も考慮する必要がある。

臨床研修前後での将来希望する診療科の変化（２）
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診療科

研修前 研修後

総計

男性 女性

総計

男性 女性

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

内科系 2,163 1,452 67.1% 656 30.3% 2,020 1,393 69.0% 577 28.6%

外科系 710 575 81.0% 118 16.6% 593 464 78.2% 109 18.4%

小児科 474 254 53.6% 213 44.9% 355 214 60.3% 137 38.6%

産婦人科 336 122 36.3% 203 60.4% 269 102 37.9% 160 59.5%

麻酔科 188 87 46.3% 96 51.1% 292 134 45.9% 154 52.7%

救急 151 111 73.5% 30 19.9% 150 109 72.7% 31 20.7%

精神科 199 133 66.8% 50 25.1% 254 174 68.5% 65 25.6%

皮膚科 136 41 30.1% 88 64.7% 203 53 26.1% 142 70.0%

整形外科 374 322 86.1% 36 9.6% 380 324 85.3% 45 11.8%

眼科 146 84 57.5% 58 39.7% 172 92 53.5% 74 43.0%

耳鼻咽喉科 111 72 64.9% 33 29.7% 165 94 57.0% 62 37.6%

泌尿器科 115 94 81.7% 12 10.4% 155 126 81.3% 16 10.3%

脳神経外科 153 142 92.8% 10 6.5% 144 132 91.7% 11 7.6%

放射線科 125 91 72.8% 33 26.4% 183 129 70.5% 51 27.9%

病理診断 27 15 55.6% 11 40.7% 39 22 56.4% 15 38.5%

形成外科 89 52 58.4% 36 40.4% 115 63 54.8% 49 42.6%

リハビリ 19 11 57.9% 8 42.1% 14 10 71.4% 4 28.6%

※性別不詳の数値は割愛しているため、男女の合計割合が１００％にはならない。

○男女別にみると、産婦人科、麻酔科、皮膚科は、女性の割合が研修前後とも５割を超えている。

臨床研修前後での将来希望する診療科の変化（男女別割合）
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臨床研修前後で将来希望する診療科の変化
内科系※１

研修前後で、
診療科に
変化が

なかった人数

1,631人

研修修了後
2,020人（34.2％）

研修開始前
２,163人（３6.6％）

研修後、
移行して
来た人数

389人

内訳
１．麻酔科（59人）
２．皮膚科（56人）
３．外科系（52人）
３．放射線科（52人）
・その他※2 （313人）

内訳
１．小児科（80人）
２．外科系（75人）
３．産婦人科（32人）
・その他※2（202人）

研修後、
他科へ移行
した人数

532人

※１内科系・・・内科、腎内、血内、糖尿病、呼内、循内、消内、
神内、アレルギー、リウマチ、感染症、心療内科

※２その他・・・無記入・無効回答含む

※割合は、アンケート回収総
数（5,905人）に対する割合
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20.0%

30.0%

40.0%

研修修了者

30代前半

30代後半

全医師数

（参考）内科系医師の割合

出典：平成2４年度 医師・歯科医師・薬剤師調査 8



研修前後で、
診療科に
変化が

なかった人数

462人

研修修了後
593人（10.0％）

研修開始前
710（12.0%）

研修後、
移行して
来た人数

131人

内訳
１．内科系（75人）
２．麻酔科（26人）
３．整形外科（23人）
・その他※2 （124人）

内訳
１．内科系（52人）
２．整形外科（15人）
３．小児科（12人）
・その他※2 （52人）

※１外科系・・・外科、消化器外科、乳腺外科、呼吸器外科、
心臓血管外科、気管食道外科、肛門外科、小児外科

※２その他・・・無記入・無効回答含む

研修後、
他科へ移行
した人数

248人

※割合は、アンケート回収総
数（5,905人）に対する割合

（参考）外科系医師の割合

出典：平成2４年度 医師・歯科医師・薬剤師調査
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臨床研修前後で将来希望する診療科の変化
外科系※１
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研修前後で、
診療科に
変化が

なかった人数

297人

研修修了後
355人（6.0％）

研修開始前
474人（8.0％）

研修後、
移行して
来た人数

58人

内訳
１．内科系（80人）
２．麻酔科（17人）
３．外科系（12人）
・その他※ （68人）

内訳
１．内科系（27人）
２．産婦人科（5人）
３．救急科（4人）
・その他※ （22人）

研修後、
他科へ移行
した人数

177人

※その他・・・無記入・無効回答含む

※割合は、アンケート回収総
数（5,905人）に対する割合

0.0%
1.0%
2.0%
3.0%
4.0%
5.0%
6.0%
7.0%

研修修了者

30代前半

30代後半

全医師数

（参考）小児科医師の割合

出典：平成2４年度 医師・歯科医師・薬剤師調査

臨床研修前後で将来希望する診療科の変化
小児科
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研修前後で、
診療科に
変化が

なかった人数

217人

研修修了後
269人（4.6％）

研修開始前
336人（5.7％）

研修後、
他科へ移行
した人数

119人

研修後、
移行して
来た人数

52人

内訳
１．内科系（32人）
２．麻酔科（16人）
３．外科系（9人）
・その他※2 （62人）

内訳
１．内科系（16人）
２．外科系（12人）
３．小児科（7人）
・その他※2 （17人）

※１産婦人科・・・産婦人科、産科、婦人科
※２その他・・・無記入・無効回答含む

※割合は、アンケート回収総
数（5,905人）に対する割合
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1.0%

2.0%

3.0%

4.0%

5.0%

研修修了者

30代前半

30代後半

全医師数

（参考）産婦人科医師の割合

出典：平成2４年度 医師・歯科医師・薬剤師調査

臨床研修前後で将来希望する診療科の変化
産婦人科※１
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研修前後で、
診療科に
変化が

なかった人数

131人

研修修了後
292人（4.9％）

研修開始前
188人（3.2％）

研修後、
移行して
来た人数

161人

内訳
１．内科系（59人）
２．外科系（26人）
３．小児科（17人）
・その他※ （59人）

内訳
１．内科系（13人）
２．皮膚科（6人）
３．外科系（4人）
３．救急科（4人）
３．整形外科（4人）
３．眼科（4人）
３．放射線科（4人）
・その他※ （18人）

研修後、
他科へ移行
した人数

57人

※その他・・・無記入・無効回答含む

※割合は、アンケート回収総
数（5,905人）に対する割合

（参考）麻酔科医師の割合

出典：平成2４年度 医師・歯科医師・薬剤師調査
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臨床研修前後で将来希望する診療科の変化
麻酔科
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研修前後で、
診療科に
変化が

なかった人数

76人

研修修了後
150人（2.5％）

研修開始前
151人（2.6％）

研修後、
移行して
来た人数

74人

内訳
１．内科系（21人）
２．外科系（9人）
３．整形外科（7人）
・その他※ （38人）

内訳
１．内科系（20人）
１．外科系（20人）
３．総合診療科

（6人）
・その他※ （28人）

研修後、
他科へ移行
した人数

75人

※その他・・・無記入・無効回答含む

※割合は、アンケート回収総
数（5,905人）に対する割合

（参考）救急科医師の割合

出典：平成2４年度 医師・歯科医師・薬剤師調査
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臨床研修前後で将来希望する診療科の変化
救急科
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研修前後で、
診療科に
変化が

なかった人数

162人

研修修了後
254人（4.3％）

研修開始前
199人（3.4％）

研修後、
移行して
来た人数

92人

内訳
１．内科系（14人）
２．外科系（6人）
３．整形外科（3人）
３．形成外科（3人）
３．総合診療科

（3人）
・その他※（8人）

内訳
１．内科系（39人）
２．産婦人科（8人）
３．小児科（7人）
・その他※ （38人）

研修後、
他科へ移行
した人数

37人

※その他・・・無記入・無効回答含む

※割合は、アンケート回収総
数（5,905人）に対する割合

（参考）精神科医師の割合

出典：平成2４年度 医師・歯科医師・薬剤師調査

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%
研修修了者

30代前半

30代後半

全医師数

臨床研修前後で将来希望する診療科の変化
精神科

14



臨床研修修了後のキャリアパス等
について
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臨床研修修了後に勤務する病院（予定）の種別

病院の種別 割合

大学病院
（卒業した大学、卒業した以外の大学共に含

む）
54.4％

（参考Ｈ２５）
49.9％

大学病院以外の病院 43.6％ 45.7％

その他※ 2.0％ 4.5％

※その他・・・無回答、診療所の開設、臨床以外の進路など

○臨床研修修了後に勤務する病院のうち、大学病院は5割を超え、平成25年と比べて割合が高くなっている。

研修修了後に勤務する病院

16



臨床研修修了後の入局予定

○臨床研修修了後に入局（大学の講座や教室等に所属）を予定している者は全体の約７割で、臨床研修実施場
所別でみると、大学病院では約９割、臨床研修病院では約６割である。
○平成２５年と比べて、大学病院及び臨床研修病院では臨床研修修了後の入局予定者の割合が高くなっている。

【平成２５年】

【平成２６年】

42.0%

54.5%

32.1%

30.3%

33.7%

27.4%

15.2%

6.2%

22.7%

11.0%

4.0%

16.7%

1.5%

1.6%

1.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（n=5,735）

大学病院

（n=2,496）

臨床研修病院

（n=3,101）

卒業大学の医局 卒業した大学以外の医局 入局する予定はない わからない・まだ決めていない 無回答

※平成26年、平成25年ともに、「全体」には臨床研修を行った病院の種別が不明であった者も含まれる。

43.4%

56.7%

32.9%

30.4%

33.1%

28.2%

11.6%

4.8%

17.1%

14.2%

5.3%

21.5%

0.4%

0.1%

0.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（n=5,905）

大学病院

（n=2,299）

臨床研修病院

（n=2,949）

卒業大学の医局 卒業した大学以外の医局 入局する予定はない わからない・まだ決めていない 無回答

臨床研修修了後の入局予定
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医学博士の取得希望

【平成２６年】

【平成２５年】

○医学博士の取得を希望する者は全体の約４割で、臨床研修実施場所別でみると、大学病院は臨床研修病院
よりその割合が高くなっている。
○平成２５年と比べて、大学病院では医学博士取得の希望者の割合が高くなっている。

※１ 平成26年、平成25年ともに、「全体」には、臨床研修を行った病院の種別が不明であった者も含まれる。
※２ 平成26年はアンケート②のみの調査項目であり、｢全体」はアンケート②の回答者総数である。

41.0%

47.5%

35.6%

18.6%

14.0%

20.7%

39.4%

37.4%

43.0%

1.1%

1.0%

0.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（n=1,374）

大学病院

（n=478）

臨床研修病院

（n=738）

はい いいえ わからない・まだ決めていない 無回答

40.6%

42.9%

38.7%

17.5%

15.5%

19.3%

40.1%

39.7%

40.5%

1.8%

1.8%

1.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（n=5,735）

大学病院

（n=2,496）

臨床研修病院

（n=3,101）

はい いいえ わからない・まだ決めていない 無回答

医学博士取得の希望

18



大学院への進学の時期（理想とする形）
【平成２６年】

【平成２５年】

○理想的な大学院進学の時期は、 「臨床研修修了後、すぐの進学」が約１割、 「臨床研修修了後、一定程度経
験を積んだ後の進学」が約７割である一方、 「臨床研修期間中に研修と並行した進学」も約１割となっている。

※１ 平成26年、平成25年ともに、「全体」には、臨床研修を行った病院の種別が不明であった者も含まれる。
※２ 平成26年はアンケート②のみの調査項目であり、｢全体」はアンケート②の回答者のうち、医学博士の取得希望を有する者の総数である。

3.9%

2.6%

4.6%

12.4%

10.1%

11.8%

11.5%

17.2%

7.6%

69.3%

66.5%

73.4%

2.1%

2.2%

2.3%

0.7%

1.3%

0.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（n=563）

大学病院

（n=227）

臨床研修病院

（n=263）

卒業後、臨床研修開始前に大学院で学位をとる 臨床研修期間中に、研修と並行した進学を希望している

臨床研修修了後、すぐの進学を希望している 臨床研修修了後、一定程度経験を積んだ後の進学を希望している

その他 無回答

大学院進学の時期等（※医学博士の取得希望を有する者のみ回答）
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3.6%

5.3%

1.9%

10.8%

13.4%

8.3%

11.1%

13.4%

9.1%

70.7%

63.7%

77.1%

1.2%

0.8%

1.6%

2.6%

3.3%

2.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（n=2,328）

大学病院

（n=1,072）

臨床研修病院

（n=1,200）

卒業後、臨床研修開始前に大学院で学位をとる 臨床研修期間中に、研修と並行した進学を希望している

臨床研修修了後、すぐの進学を希望している 臨床研修修了後、一定程度経験を積んだ後の進学を希望している

その他 無回答



17.2%

13.7%

19.8%

57.7%

63.0%

52.5%

2.5%

0.4%

4.2%

22.6%

22.9%

23.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（n=563）

大学病院

（n=227）

臨床研修病院

（n=263）

基礎 臨床 社会医学 無回答

【平成２６年】

大学院での研究分野

【平成２５年】

○大学院での研究分野は「臨床」が約６割、「基礎」が約２割となっており、大学病院では臨床研修病院と比べて
｢臨床」の割合が約12%高い。
○平成２５年と比べて、大学病院及び臨床研修病院では「臨床」と回答した者の割合が高くなっている。

16.2%

16.0%

15.8%

50.1%

50.8%

50.3%

1.5%

0.7%

2.1%

32.2%

32.5%

31.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（n=2,328）

大学病院

（n=1,072）

臨床研修病院

（n=1,200）

基礎 臨床 社会医学 無回答

※１ 平成26年、平成25年ともに、「全体」には、臨床研修を行った病院の種別が不明であった者も含まれる。
※２ 平成26年はアンケート②のみの調査項目であり、｢全体」はアンケート②の回答者のうち、医学博士の取得希望を有する者の総数である。

大学院での研究分野（※医学博士の取得希望を有する者のみ回答）
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地域枠の状況や医師不足地域への従事
に対する意識等について

21



①地域枠での入学者（※）
142人（2.4％）
（※）地域医療等に従事する明確な意志をもった学生の選抜枠

②奨学金の受給者
521人（8.8％）

78人
（地域枠での入
学者（奨学金は
受給しない））

64人
（地域枠での
入学者であ

り、かつ奨学
金を受給する

者）

457人
（奨学金を受給する者
（地域枠での入学者で

はない））

（参考）①または②に該当する者 599人

※（ ）内は回答者総数である
5,905人を分母にした時の割合※（ ）内は回答者総数である

5,905人を分母にした時の割合

地域枠で入学する者等の割合
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対象者344人（内訳：複数回答）

奨学金受給者（単数回答（n=521））

都道府県, 
60.8%（317）

市町村,
5.2%（27）

大学, 
8.6%（45）

大学以外の

医療機関, 
14.4%（75）

その他, 10.0%
（52）

無回答, 1.0%
（5）

必ず求められて

いる, 35.6%

全体の期間に臨

床研修期間中が

含まれているが、

必須ではない, 
21.9%

求められていな

い, 35.4%

その他, 1.8% 無回答, 5.3%

57.5%

地域枠＋奨学金受給者
（単数回答（n=599））

67.2%

4.1%

7.6%

18.6%

4.1%

6.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

都道府県内の医療機関から選択

市町村内の医療機関から選択

特定の大学

大学以外の特定の医療機関

特定の診療科

その他

奨学金の支給元 臨床研修中における地域等への従事
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対象者415人（内訳：複数回答）

必ず求められて

いる, 45.2%

全体の期間に臨

床研修期間中が

含まれているが、

必須ではない, 
24.0%

求められていな

い, 20.4%

その他, 3.5%
無回答, 6.8%

69.2%

地域枠＋奨学金受給者
（単数回答（n=599））

63.9%

7.0%

5.3%

21.7%

7.0%

8.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

都道府県内の医療機関から選択

市町村内の医療機関から選択

特定の大学

大学以外の特定の医療機関

特定の診療科

その他

臨床研修終了後における地域等への従事
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地域枠＋奨学金受給者以外
（単数回答（n=3,986））

積極的に従事

したい, 4.4%

条件が合えば

従事したい, 

63.5%

条件に関わら

ず希望しない, 

10.7%

その他, 2.5%

無回答, 18.9%

※１ 地域枠、奨学金受給者、地域枠・奨学金の受給状況のいずれについても無回答であった者を除いた3,986名を集計対象としている。
※２ アンケート①のみの調査項目である。

医師不足地域への従事についての意識 （地域枠・奨学金受給者以外の者）
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研修中の学術活動等について

26



27.0%

24.9%

28.7%

56.7%

58.9%

55.9%

8.6%

9.1%

8.1%

2.7%

2.4%

3.0%

0.9%

0.8%

0.9%

0.3%

0.1%

0.4%

3.9%

3.8%

3.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（n=4,531）

大学病院

（n=1,821）

臨床研修病院

（n=2,211）

大変必要である まあまあ必要である どちらでもない あまり必要でない 全く必要ない その他 無回答

80.5%

78.5%

83.1%

14.8%

16.7%

13.3%

0.4%

0.3%

0.5%

4.3%

4.4%

3.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（n=4,531）

大学病院

（n=1,821）

臨床研修病院

（n=2,211）

はい いいえ その他 無回答
※１ 「全体」には、臨床研修を行った病院の種別が不明であった者も含まれる。
※２ アンケート①のみの調査項目である。

※１ 「全体」には、臨床研修を行った病院の種別が不明であった者も含まれる。
※２ アンケート①のみの調査項目である。

研修中の学術活動の必要性

研修中の学術活動の実施状況等
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88.8%

38.2%

9.3%

5.2%

20.1%

19.7%

5.3%

2.7%

90.5%

34.7%

8.5%

4.1%

14.5%

17.8%

4.2%

2.6%

87.4%

40.8%

10.1%

6.4%

25.3%

21.7%

6.0%

2.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

学会に参加した

症例報告の研究を行った

複数の症例のレビューを行った

研究仮説を設定しデータ収集・分析を行った

研究成果を病院内で発表した

研究成果を学会で発表した

研究成果を論文で発表した

その他

全体

（n=3,648）

大学病院

（n=1,430）

臨床研修病院

（n=1,837）

※１ 「全体」には、臨床研修を行った病院の種別が不明であった者も含まれる。
※アンケート①のみの調査項目である。

実施した学術活動の内容 （複数回答、研修中に学術活動を行った人のみの回答）
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80.5%

18.6%

35.6%

6.2%

4.7%

3.1%

82.3%

17.8%

35.8%

4.0%

2.9%

2.9%

78.9%

20.3%

35.2%

8.2%

6.1%

3.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

指導医による学術活動教育

学術活動のための期間（時間）

必要な体系的な講義、レクチャー、勉強会

研究費

統計手法、研究デザインのコンサルテーション

その他

全体

（n=3,648）

大学病院

（n=1,430）

臨床研修病院

（n=1,837）

※１ 「全体」には、臨床研修を行った病院の種別が不明であった者も含まれる。
※アンケート①のみの調査項目である。

利用可能であった学術活動支援 （複数回答、研修中に学術活動を行った人のみの回答）
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学術活動を行う上での障害の内容（複数回答）

20.0%

18.6%

21.0%

74.6%

76.1%

74.2%

1.7%

1.6%

1.8%

3.8%

3.7%

3.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（n=4,531）

大学病院

（n=1,821）

臨床研修病院

（n=2,211）

はい いいえ その他 無回答

16.6%

65.9%

23.5%

19.0%

8.0%

8.3%

8.7%

14.5%

71.4%

23.0%

13.0%

8.3%

6.5%

8.6%

17.0%

63.6%

25.0%

23.9%

8.0%

9.3%

9.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

学術活動をしてくれる指導医がいなかった

研修医が学術活動を行うための時間がなかった

指導医が学術活動を指導する時間がなかった

統計手法や研究デザインの相談相手がいなかった

臨床研究に興味がなかった

研究費が不足していた

その他

全体

（n=904）
大学病院

（n=339）

臨床研修病院

（n=464）

学術活動を行う上での障害の有無

※１ 「全体」には、臨床研修を行った病院の種別が不明であった者も含まれる。
※アンケート①のみの調査項目である。

学術活動を行う上での障害
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